


令和３年度第２回岩槻人形博物館運営委員会【書面開催】 議事概要 

１ 日 時      令和４年１月 19 日(水)～31 日（月） 

２ 出席者      委員（９名）（五十音順） 

新井久代委員長、新雅史委員、池田直人委員、大越久子委員、加藤三郎委員、 

是澤博昭副委員長、抜井ゆかり委員、三次宣夫委員、森田由美子委員 

３ 欠席者      委員（１名） 清水一郎委員 

４ 公開・非公開の別 非公開（情報公開条例第２３条第３号のため：公開することにより新型コロナ 

ウイルス感染拡大のおそれがあり、当該会議の適切な運営に支障が生ず

るため） 

５ 議 事 

（議案１）令和３年度の事業実施状況について（報告事項） 

出席者９名のうち、内容確認済みと回答 ９名  

[報告に対する意見] 

委 員  「地域と連携」が進展していることを心強く感じた。修復事業について、修復技術が

確立していないなかで大変と思うが、この事業の意義を修復プロセスとともに市民

に伝えていくことも良いのではないか。 

委 員   修復事業の状況が知れて良かった。修復の実践と報告の蓄積が館の大きな力となる。 

作品の収集の状況について、記載、報告してほしい。来館者数は、コロナ禍の状況

下で、不足ないと感じる。むしろ次年度の目標値は高すぎるのではないか。 

委 員   文人・作家の外国旅行の際に蒐集した人形・玩具を、ストーリーをつけて借用展示

することを検討してほしい（例：徳富蘆花 芦花公園内の展示場に人形・玩具あり） 

委 員   新型コロナウイルスの影響が比較的薄れていた 10～12 月の来館者数が、前年比で減

という結果については残念だが、団体見学が浸透していることは明るい兆しである。 

ワークショップに関しては、空きがあれば当日参加可能などの対応も、今後考えて

いけば良いと思う。この館での修復事業は人形分野に資する部分も大きいため、作

業風景等を遠隔で見学できる方策や、YouTube 等で発信することなども検討してみ

ると良い。 

委 員   コロナ禍にあって来館者の増数は厳しいところだが、引き続き広報活動には力を入

れてほしい。「散歩の達人」への掲載は良いと思う。 

（議案２）令和４年度の事業計画（案）について（審議事項） 

[書面決議結果]  出席者９名のうち、承認 ９名  不承認 ０名 

        よって議案２は議決された。 

以 上 












